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労働者におけるストレスの現状 

－心身の健康チェック票 THIの結果からの一考察－ 
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はじめに 

平成 19 年労働者健康状況調査では、自分の仕

事や職業生活に関して「強い不安、悩み、ストレ

スがある」とする労働者は 6 割を超えている。現

代のストレス社会における「心の健康づくり」は、

社会的な要請となっている。 

当支部では、「心身共に健康」を目的とした「心

の健康づくり事業」を平成 17 年度から新規事業

として取り組み、事業内容は①支援・研修②健

診・保健指導③カウンセリングの 3 つの柱を中心

としている。労働者自身によるセルフケアとして

は、心身の健康チェック票 THI(以下 THI)を使用

している。今回、平成 22 年度の THI の結果から

労働者の中でどの年代にストレスが多く、どんな

ストレスを抱えているのか。また、自殺の要因と

しても明らかになっている抑うつ度と時間外労

働や抑うつ度と関係性のあると思われる 5つの項

目について検討したので報告する。 

対象および方法 

1）調査対象者 

平成 22 年度に THI を実施した 13 事業所、3,940

名（男性 2,611 名、女性 1,329 名） 

 

 

図 1  調査対象者の年齢構成 

 

2）調査方法 

13 項目注１）から構成されている THI の結果評価

1～7 注２）のうち、5 項目（多愁訴、情緒不安、抑

うつ度、身体ストレス度、心のストレス度）の評

価 7（極めて強い）の割合、5 項目中 3 項目以上

評価 7 があった割合、抑うつ度と相関する項目お

よび抑うつ度と労働時間の相関について分析し

た。 

3）分析方法 

単純集計後、有意差検定は SPSS15.0 を用いて

分析を行った。χ2検定により有意差がみられた

場合は、ボンフェローニの補正を行った。 

結果 

1）5 項目の評価 7 があった割合  (表 1) 

5 項目の評価 7 と年代に有意差がみられた項目

は、多愁訴、抑うつ度、身体ストレス度、心のス

トレス度であった。多愁訴では、20 歳代が高く

50 歳代で低かった。抑うつ度では、40 歳代で高

く 50 歳代 60 歳代で低かった。身体ストレス度で

は、40 歳代で高く 50 歳代で低かった。心のスト

レス度では、40 歳代で高く 50 歳代で低いという

結果であった。 

2）5 項目中 3 項目以上評価 7 があった割合(表 2) 

 5 項目中 3 項目以上評価 7 があった高ストレス

者の割合は、年代による有意差はみられなかった。 

3）抑うつ度と他 4 項目の相関 

 

表 1 抑うつ度と他 4項目の相関    
 抑うつ度 

n 相関関係 

多愁訴 3,940 0.349  ＊＊ 

情緒不安 3,940 0.479  ＊＊ 

身体ストレス度 3,940 0.281  ＊＊ 

心のストレス度 3,940 0.600  ＊＊ 

小見出しは左そろえ 
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下余白 25mm 

左余白 

20mm 

右余白 

20mm 

＊＊相関関係は 1％水準で有意 


